




















































































































































































































































は 1年い組 (男子 17名,女子 18名),実
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ことと同順 こ,式から具体的場 血 へと r式
をよむJ逆方向の道筋の思考を大切にし,
その行程を授文でしっかりと版い,智熟さ
せていく必盟があ7)ことを突感した｡本実
践においては,合併と増加の2つの場面で
具体的場両と式の道筋を自由に行き来でき
るようにすることが大切である｡そのため
の1つの方法が ｢お話づくり｣であり,令
回教材化してヲ占用したr緑表紙教科む )は,
計第の意味坤解を深める新たな教材として
現れ7.にも適用するものであると言える0
本某紙のような｢さし絵から出たお話(言
継)と数図ブロックの操作｣r教組ブロッ
クの操作と数式｣｢お話 (言薬)と数式｣
をつなぐ思潮免作をより確かなものにして
いく指導は,従前から大切にされてきたも
のである｡まT-,新学習指導要領で三言url活
動の充実の観点から新しく柁値付けられ,
強調されている欝数的活動の内容である,
｢問題解決の方法を考えて説明する活動｣
についても,｢自分の考えを分かりやすく
説明すること (説明力)｣は,互いに自分
の考えを衣別し伝え合ったりするコミュニ
ケーション能力の基盤であり, 1年生の段
ー32-
階から大切にすべき算数的活動であると考
える｡いずれの課題においても.今回の実
践を通して.今後もこの ｢緑表紙｣教科.tf
を活用しながら追究していける可能椎を感
じた｡今後,普段の教育実践の中において
広く ｢緑表紙教科雷｣の優れた教材を信用
しやすくしていく環境を腰えていくために
ち,中元構想の中に r緑表紙教科JLt:lを所
用した授業を取り入れ,実践研究を積んで
いきたい｡
【つくったお話を節介する子ども】
(2)課題
しかし,今同 r緑表紙教科憩｣のさし絵
をTlT.･用した実践を行うにあたり,教材研究
の段階において次の3点に即 しさを感 じ
ナ一I一l-o
〇 さし絵の提示の仕方
･拡大した熱板掲示で進めるべきか,個別
に配布すべきか｡
･教科151-ージ分のさし絵を一度に全部
見せるか,いくつかに分けて見せるか
○ さし絵を取り上げる順J-Lf:悼
･どのさし絵から取り扱っていけばよいの
か｡
○ 単ブ己の椛想
･1単イtl'.時間にどこよでの内容を取り扱う
のか｡
｢緑表紙教科.lFJの教師用指導.zJEもその
一部が同社から裡刻されて発fIほ れている
が.1年生のさし絵の柿導例はなく,自分
なりの解釈で実践を行うに至ったO本来の
意に反した指導になってしまったかもしれ
ない｡今後ご指摘いただき.教材研究を重
ねていきたい｡
(3)雑感
さし絵を前にWTをする子どもたちの身情
や授業後の諸,ノー トに残ったお話文 (問
題文)からは,｢おおむかしのき上うかし
ょでも,じぶんたちだけでたしざんのおは
なしがつくれたよ｡｣｢ならったあわせた
り,ふえたりしたけいさんがよくわかっ
た ｣ーなどの達成感や5･び ･驚きが数多く
読み取れた､また,取り扱う数丑やさし絵
cJ美しさは,現代の教科.I:Jにも引けを取ら
ない説得力や存/E感を改めて感じた｡
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